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旧日本軍では、元々は“剣道”が、軍刀術の主体をなしていた。 
剣道とは、武徳会（1895年に設立された全武道流派の包括組織）によって制定
された防具と竹刀を用いて打ち合う近代剣術だ。 
1916 年に陸軍戸山学校に軍刀術として採用された剣道は、1941 年の日米開戦
の年には、国民学校で必修科目に取り入れられるほど当時は重視されていた。 
しかし、竹刀（竹製の模擬刀）を用いる剣道の刀法では、正しい刃筋も習得し

辛く、対象物を斬るのに不可欠な“引き切り（対象物に触れた瞬間、弧を描き

ながら刃を引く動作）”も身に付かない。剣道の修練だけでは、真剣を用いても

人を斬ることは困難である。 
 
日中戦争（1937~1945年）勃発後、この事実に気付いた陸軍戸山学校は、1940
年より真剣操作が可能な軍刀術の研究を始めた。もともと戸山学校にあった“居

合術”を改正し、白兵戦の経験を持つ海軍の高山政吉が編み出した技術を取り

入れた。 
こうして、1940 年 11 月に制定されたのが、基本的な真剣操作法を伝える「軍
刀の操法及び試斬」である。そして、その翌々年の 1942年 1月には、より実戦
的な「短期速成教育軍刀（一撃必殺）要領」が制定された。 

戸山流の刀法（一本目の動作の一部） 

  

この刀法は、「前面の敵を斬る」「右

の敵を斬る」「左の敵を斬る」「後

の敵を斬る」「前に突撃しながら斬

る」「前後の敵を斬る」「左右の敵

を斬る」の七つの型からなる極め

てシンプルなものだ。 
1943 年 11 月に一般公開されるま
で、戸山学校に入学を許可された

歩兵科の生徒のみが、学ぶ事がで

きた。 
（戦後、この刀法は戸山流居合道

として確立・普及し、海軍の高山 
「軍刀の操法及び試斬」国防武道協会発行 

1943年 11月 27~28頁 
政吉の軍刀術の方は高山流抜刀道として今も残っている） 
 
陸軍の軍刀術は、この“戸山流居合術”と“剣道”からなる。そして、実際に

人を斬る事が可能だったのは、“戸山流居合術”の方だ。 
このファイルでは、「軍刀を奮って蛮行を働く日本兵」と称して出回っているプ

ロパガンダ写真を“剣道”“戸山流居合術”及び“日本古武道“の刀法を参考に

しながら、本物かヤラセかを鑑定する。 




